
２０１３年度 桃山学院高等学校 学校関係者評価                                     ２０１４年１０月１８日実施 

【桃山学院中学校高等学校ミッション・ステートメント】 

桃山学院中学校高等学校は、自由と愛の精神に基づく学びの場として、生徒ひとりひとりを大切にし、個々の生徒が持つ多様な可能性を開花させ、健全な社

会の実現に貢献できる若者を育成することを使命とする。 

 

分類 評価項目 点数評価 評価・提言 

 

 

 

教育活動 

学校の理念 4.5 自由と愛の精神に根ざす事を基本に一人ひとりを大切にするという理念において評価は高い。 

教育の特長 4.5 自由な校風も生徒・保護者・教職員の信頼関係ができているから立派に成り立っている。 

指導方針 4.25 全教員が協力し、共通理解を推進し、教育向上のために頑張っておられる様子が伺える。 

課外活動 3.75 ボランティアなど、授業だけで体験できない様々な活動を通じて子供達の力を向上させている。 

いのちの教育 4.75 生徒の安心・安全のための取り組みが積極的になされていると思う。 

人権教育 4.25 イジメ等の問題への対応は迅速になされているように思われる。 

国際教育 4.75 留学生活・海外研修に対応できる英語力が身につくような指導と外国人教師の授業も充実している。 

安全教育 3.75 危機管理とリンクさせながら、地域の方々に助けてもらいながら更に充実していって下さい。 

 

学校運営 

情報公開 4.0 情報公開をさらに推進させ、桃山の良さをアピールしていって下さい。 

危機管理 4.0 安全教育と危機管理は表裏一体である。大災害発生時には避難所として期待している。 

地域交流 4.5 地域の行事に関しては施設面（カンタベリーホールの使用）でも協力してもらっている。 

社会貢献 4.75 東北支援ボランティア活動の継続を高く評価します。 

学校評価 
学校評価のためのアンケート 4.25 これでいいと思います。 

学校評価の活用 4.5 充分になされていると感じます。 

桃山学院中学校高等学校の第２期中長期ビジョンに対する評価（桃山学院第二期中長期ビジョン５ページ参照） 

分類 点数評価 評価・提言 

桃山学院中学校高等学校を日本一の学校へ 4.25 是非達成して下さい。「卒業する全ての子が桃山を日本一と思える」という目標を達成して下さい。 

改革１ 特色のあるプログラムの実施 4.25 「目に見える実力」と「目に見えない実力」の全人的な向上を今後も図っていって欲しい。 

改革２ 全国レベルの進学校へ 4.25 それぞれの子供達が行きたい大学に合格できるように更なる教育力の向上を目指してください。 

改革３ アスリート指定クラブの全国大会優勝 3.5 ハード面（施設）とソフト面（指導）の一層の充実を願っている。 

改革４ 国際教育の推進 4.5 留学制度も充実し多大なる評価ができる。 

＜点数評価＞ １．評価しない  ２．あまり評価しない  ３．改善の余地あり  ４．評価する  ５．大いに評価する 


